
第１８回 立命館宇治 

聴講無料・事前予約不要 

土曜市民講座 
“趣味人”とは誰をいうのか 
～人間らしい生き方のために～ 

「あの人はなかなかの趣味人だ」などと言います。一体、趣味人とはどういう人なのでしょう。ところが国語

辞典は一切「趣味人」を収めていないのです。私たちは、「趣味人」を意味不明のまま今日も使っているので

す。なぜ「趣味人」が載らないのか。近代以降の趣味観を巡りつつ、人間らしく生き方を探ります。 

 

 

 

 

 

 
 

６月４日(土) １４時～１５時３０分 

立命館宇治中学校・高等学校A 棟４階４０１講義室 

開催日時・場所 

 

  

 

講 師：木津川 計氏   
『上方芸能』発行人。元立命館大学教授、和歌山大学客員教授 

1935 年生まれ。大阪市立大学文学部卒。自ら創刊し、編集長を務めた雑誌『上方芸能』は、京阪神の芸能

や大阪文化を広く紹介する専門誌として 40余年の歴史を持つ。NHK ラジオ(関西エリア)番組をレギュラーで

担当するほか、「木津川計の一人語り劇場」において新国劇や新派の名作などを各地で口演している。 

講 師 紹 介 

 
 
 
 

 

◆講座終了後、希望される方にはキャンパス見学も行います。 

◆本校には駐車場のスペースがなく、また近隣への駐車はできませんので、お越しの際には公共交通機関
を御利用ください。 

主催： 立命館宇治中学校・高等学校   同 教育後援会 


